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メ
ー
デ
ー
の
歴
史
を
考
え
る

田
川
地
区
中
央
メ
ー
デ
ー
開
催

ア
ジ
ア

・
ア
フ
リ
カ
支
援
米
国
植
え
参
加
者
募
集

秋
は
稲
刈
り
、
バ
ケ
ツ
稲
コ
ン
テ
ス
ト
も
実
施

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
家
族
・親
子
で
の
参
加
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。「
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銀
タ
ク
ト
大
ホ
ー
ル

日
時

４̈
月
２
６
日

（土
）

集
合

９̈
時
３
０
分
　
デ
モ
¨
１
０
時

大
会

１̈
１
時
　
終
了
後
抽
選
会

メ
ー
デ
‥
と
は

メ
ー
いア
ー
、
英
語
の
Ｍ
ａ
ｙ
　
Ｄ
ａ
ｙ

を
直
訳
す
る
と

「５
月
の
日
」
。
も
と
も

と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は

「夏
の
訪
れ
を
祝
う
、

日
」
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
１
９
世
紀

の
終
わ
り
頃
か
ら
、
労
働
者
が
そ
の
権
利

を
求
め
て
デ
モ
や
集
会
を
行
う

「労
働
者

の
日
」
と
な
り
ま
し
た
。

メ
ー
デ
ー
の
起
源
は

ヽ

メ
ー
デ
ー
の
起
源
は
、
１
８
８
６
年
５

月
１
日
米
国
で
発
生
し
た
ヘ
イ
マ
ー
ケ
ッ

ト
事
件
に
週
り
ま
す
。
こ
の
事
件
で
は
、

労
働
者
た
ち
が
８
時
間
労
働
を
求
め
て
ス

ト
ラ
イ
キ
を
行
い
、
デ
モ
が
暴
動
に
発
展

し
ま
し
た
。
こ
の
出
来
事
を
契
機
に
、
５

月
１
日
が
労
働
者
が
権
利
を
主
張
す
る
日

と
し
て
国
際
的
に
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
１
８
９
０
年
に
第
１
回
国
際
メ
ー

血
の
メ
ー
デ
ー
・デ
モ
隊
に
発
砲
す
る
警
察
官

デ
ー
が
行
わ
れ
、

「労
働
者
の
日
」
と

し
て
世
界
に
広
が
り
ま
し
た
。

日
本
の
メ
ー
デ
ー
は

日
本
で
最
初
に
メ
ー
デ
ー
が
行
わ
れ

た
の
は
、
１
９
２
０
年
５
月
１
日
で
し

た
。
日
本
の
場
合
は
、
労
働
運
動
自
体

が
社
会
的
に
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

時
代
の
た
め
に
、
メ
ー
デ
ー
に
参
加
す

る
こ
と
は
か
な
り
勇
気
と
覚
悟
が
必
要

で
し
た
。
第
１
回
メ
ー
デ
ー
は
上
野
公

園
で
開
催
さ
れ
治
安
警
察
法
１
７
条
の

撤
廃
等
が
決
議
さ
れ

「
８
時
間
労
働
」

は
全
面
に
出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
、

血
の
メ
ー
デ
ー
事
件

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
と
日

米
安
保
条
約
発
効
直
後
の
１
９
５
２
年

５
月
１
日
の
神
宮
外
苑
で
の
大
会
後
、

条
約
に
反
対
し
た
デ
モ
隊
が
使
用
を
禁

止
さ
れ
た
皇
居
前
広
場
に
突
入
し
、
警

察
隊
と
衝
突
Ｐ
双
方
に
１
５
０
０
０
人

以
上
の
負
傷
者
を
出
す
事
態
に
な
り
ま

し
た
。
先
人
た
ち
が
、
血
を
流
し
て
勝

ち
取
っ
た
労
働
者
の
権
利
を
守
り
、
さ

ら
に
拡
大
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

メ
ー
デ
ー
と
連
合
の
関
係

現
在
で
は
、
日
本
最
大
規
模
の
労
働

組
合
の
全
国
組
織
で
あ
る
連
合
は
、
ゴ

ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
を
避
け
て
４
月
の

最
後
の
土
曜
日
や
昭
和
の
日

（４
月
２

９
日
）
に
メ
ー
デ
ー
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
非
連
合
系
の
金
労
連
や
全

労
協
は
５
月
１
日
の
開
催
を
続
け
て
い

ま
す
。

地球上には、約 10億 人もの飢えた人たちがいます。飢えはいまだに世
界第 1位 の死亡原因です。小さな子どもたちが、飢えが原因のため亡くな

っています。

私たちは、世界的な食料不足が予想される中、支援米作付田でコメを作

り、食料難に苦 しむ世界の人々に送付 しています。鶴岡市内の子ども食堂

にも提供 しています。

日植え終了後は、「もうそう汁」
寧

で交流会を行います。

参加費無料、おにきりも準備 して

待 つています。
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問合せ先、申込先
「作ろう|アジフ・フフリカ支援米実行委員会」

事務局1日 |‖地区平和センター

電  話10235-22-1776

F A X10235-22-1973
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―第29回アジア0アフリカ支援米の田植えを実施します嗜

日 時

場 所

5月 10日 (土)9時 30分～
12時頃まで 雨天決行
鶴岡市民国 (下図参照 )

E田 地区

¨土 |

今年もパケツで稲を育てるコンテストを行います。秋|こ表彰します。
参11者募集1自分で稲を育ててみませんか。(参加する方はパケツを持参くださtl)

いつまでも住みつづけられるまちづくりをめざして !

生活協同組合 共立社
燎凩辣賦颯

本部 鶴岡市室田―丁目3-23
TEL0235-22-5110 FAX23-9148

こくみん共済 coopく全労清>

済 シ ヨ ツ プ 鶴 岡
岡市泉町 8-73 11.23-610
国労働者共済生活協同組合連合会
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《東lL労働金庫鶴岡支店》
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労働者のための、ふれ愛バンクです


